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リ
ン
カ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
　

内
田
豊

本
当
に
投
票
率
を

向
上
さ
せ
る
現
場
の
舞
台
裏

し
て
「
集
客
数
」、「
満
足
度
」、
そ
し
て
「
投
票
率

の
向
上
」
を
用
い
て
い
る
。

【
リ
ン
カ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
動
】

私
た
ち
の
組
織
は
、
公
開
討
論
会
の
開
催
方
法
を

指
導
す
る
本
部
・
地
域
窓
口
と
、
各
地
の
選
挙
で
討

論
会
を
開
く
地
元
の
実
行
委
員
会
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

本
部
は
主
と
し
て
、
主
催
者
に
対
す
る
運
営
方
法

の
ア
ド
バ
イ
ス
・
講
演
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
関

連
情
報
の
収
集
・
分
析
・
公
開
等
を
行
っ
て
い
る
。

本
部
と
地
元
の
実
行
委
員
会
を
結
ぶ
強
力
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が
、
W
e
b
サ
イ
ト
と
会

員
制
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル

『
公
開
討
論
会
の
開
き
方
』（
毎
日
新
聞
社
刊
）
を
、

二
〇
〇
〇
年
に
W
e
b
サ
イ
ト
で
無
料
公
開
し
た
結

果
、
全
国
の
誰
も
が
容
易
に
公
開
討
論
会
を
開
催
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
〇
年
総
選
挙
で
は
、
三

〇
〇
小
選
挙
区
中
二
三
〇
カ
所
で
の
実
行
委
員
会
の

立
ち
上
げ
に
寄
与
で
き
た
。
以
後
も
W
e
b
サ
イ
ト

は
コ
ン
テ
ン
ツ
の
増
加
を
続
け
、
最
新
の
開
催
情
報

を
は
じ
め
、
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
や
Q
&
A
、
開
催
履
歴

等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
討
論
会
の
映
像
や
音
声
等
が

満
載
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
会
員
制
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
は
、
討
論
会

の
開
催
を
希
望
す
る
有
志
が
e
メ
ー
ル
で
意
見
交
換

や
質
疑
応
答
を
行
う
場
だ
。
リ
ン
カ
ー
ン
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
実
際
の
運
用
で
鍛
え
上
げ
ら

れ
た
実
践
的
な
内
容
だ
が
、
そ
れ
で
も
現
場
は
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
な
い
様
々
な
問
題
に
遭
遇
す
る
。
そ
の
時

に
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
質
問
す
れ
ば
、
全
国
の
経

験
者
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
経
験
談
を
披
露
し
て
く
れ

る
。
ま
た
失
敗
談
も
包
み
隠
さ
ず
公
開
し
、
後
進
の

主
催
者
が
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
ぬ
よ
う
に
、
ノ
ウ

ハ
ウ
を
全
会
員
が
共
有
し
て
い
る
。
W
e
b
サ
イ
ト

で
は
不
可
能
な
ス
ピ
ー
ド
と
品
質
で
、
知
恵
の
共
有

が
で
き
る
点
が
長
所
だ
。
登
録
会
員
は
常
時
五
〇
〇

名
を
超
え
、
日
本
の
政
治
系
会
員
制
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト
と
し
て
最
大
、
か
つ
最
古
参
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
質
疑
応
答
は
汎
用
化
し

た
後
に
W
e
b
サ
イ
ト
に
反
映
さ
れ
、
全
国
に
フ
ィ

【
公
開
討
論
会
支
援
開
始
の
き
っ
か
け
】

リ
ン
カ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
公
職
選
挙
で
立

候
補
者
を
一
堂
に
集
め
た
公
開
討
論
会
を
、
民
間
の

手
に
よ
っ
て
公
平
・
中
立
に
開
催
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
る
N
G
O
で
あ
る
。

日
本
で
は
一
九
八
三
年
に
公
営
の
立
会
演
説
会
が

廃
止
さ
れ
て
以
来
、
選
挙
の
時
、
候
補
者
同
士
の
政

策
論
議
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
状
況
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
小
田
全
宏

氏（
現
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
政
策
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
理

事
長
）
が
、
英
国
の
選
挙
時
に
お
け
る
公
開
討
論
会

を
目
の
当
た
り
に
し
、
日
本
へ
の
導
入
を
考
え
〈
リ

ン
カ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉
を
創
設
し
た
の
が
始
ま

り
で
あ
る
。
肝
要
な
の
は
国
民
の
政
治
啓
発
で
あ
り
、

米
国
の
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
が
「
人
民
の
人
民
に
よ

る
人
民
の
た
め
の
政
治
」
と
宣
言
し
た
理
想
の
民
主

主
義
を
こ
の
日
本
に
根
付
か
せ
る
こ
と
が
私
達
の
目

指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
手
段
と
し
て
、
私
た
ち

は
公
開
討
論
会
を
開
催
し
、
達
成
度
の
モ
ノ
サ
シ
と

●プロフィール

うちだゆたか

公開討論会支援NGO「リンカ
ーン・フォーラム」代表代行
兼事務局長。
会社員、ISO9001、情報セキ
ュリティコンサルタント。
2000年にリンカーン・フォー
ラムを設立、全国へ公開討論
会の普及・指導に当たってい
る。



足
と
回
答
し
て
い
る
。
そ
の
地
域
で
初
め
て
開
催
さ

れ
た
と
き
は
目
新
し
さ
か
ら
満
足
度
は
高
い
も
の
だ

が
、
三
回
目
、
四
回
目
で
も
満
足
度
が
高
い
理
由
は
、

実
行
委
員
会
が
創
意
工
夫
し
て
内
容
を
進
化
さ
せ
て

い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
投
票
率
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
も

統
計
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
地
域
で
初
め
て
公

開
討
論
会
が
開
催
さ
れ
る
と
、
前
回
の
選
挙
と
比
較

し
て
、
投
票
率
が
平
均
で
約
一
〇
ポ
イ
ン
ト
向
上
し
て

い
る
。
ま
た
、
そ
の
地
域
で
二
回
目
以
降
の
討
論
会
で

も
、会
場
を
満
席
に
す
る
と
投
票
率
は
再
び
向
上
す
る
。

な
ぜ
、
多
く
て
二
〇
〇
〇
人
程
度
し
か
収
容
で
き

な
い
公
開
討
論
会
が
投
票
率
向
上
に
貢
献
す
る
の

か
。
そ
れ
は
来
場
者
の
表
情
の
変
化
に
表
れ
て
い
る
。

最
初
「
誰
が
一
番
か
見
極
め
て
や
る
」
と
、
あ
た
か

も
評
論
家
の
よ
う
に
椅
子
に
ふ
ん
ぞ
り
返
っ
て
聞
い

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
討
論
が
進
む
う
ち
に
、
自
分
の

街
が
大
変
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

そ
し
て
そ
の
課
題
を
こ
れ
ま
で
放
置
し
、
自
分
が
き

ち
ん
と
投
票
し
な
か
っ
た
た
め
に
失
政
が
続
い
て
き

た
こ
と
に
気
づ
く
の
だ
。
討
論
の
後
半
で
は
誰
も
が

前
の
め
り
に
な
り
、
メ
モ
を
取
り
出
す
の
で
あ
る
。

そ
し
て
翌
日
に
は
討
論
会
の
こ
と
が
新
聞
で
大
き
く

報
道
さ
れ
、
目
覚
め
た
有
権
者
た
ち
は
こ
の
記
事
を
き

っ
か
け
に
、
討
論
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
近
所
中
に
伝

え
て
い
く
の
だ
。
こ
の
ク
チ
コ
ミ
こ
そ
が
、
投
票
数
が

飛
躍
的
に
増
え
る
要
因
だ
と
私
達
は
推
測
し
て
い
る
。

最
近
で
は
討
論
会
の
テ
レ
ビ
放
映
の
効
果
も
大
き

い
。
長
野
市
長
選
公
開
討
論
会
を
放
映
し
た
Ｃ
Ａ
Ｔ

6

ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
。
こ
の
仕
組
み
に
よ
り
、
リ
ン

カ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
つ
ね
に
進
化

を
続
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
リ
ン
カ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
て
い
る
が
、
私
達
は
W
e
b

に
よ
る
政
治
評
論
や
情
報
提
供
だ
け
の
バ
ー
チ
ャ
ル

活
動
で
、
国
民
が
投
票
行
動
を
起
こ
す
な
ど
と
い
う

生
や
さ
し
い
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。
国
民
を
討
論

会
の
場
に
呼
び
寄
せ
、
候
補
者
の
生
の
声
を
伝
え
、

五
感
に
訴
え
る
現
実
世
界
で
の
堅
実
な
活
動
こ
そ

が
、
国
民
の
目
を
覚
ま
さ
せ
る
と
確
信
し
て
、
そ
れ

を
数
字
で
証
明
し
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
で
討

論
会
を
開
催
す
る
た
め
に
行
う
候
補
者
と
の
出
演
交

渉
、
集
客
活
動
、
そ
し
て
舞
台
運
営
こ
そ
が
私
た
ち

の
活
動
の
中
心
で
あ
る
。【

実
　
績
】

私
た
ち
の
討
論
会
開
催
数

は
全
国
で
一
一
〇
〇
回
を
超

え
る
。国
政
選
挙
を
は
じ
め
、

自
治
体
の
首
長
選
や
議
会
議

員
選
で
も
実
施
し
、
同
じ
選

挙
で
複
数
回
開
催
す
る
こ
と

も
珍
し
く
な
く
な
っ
て
き
た
。

来
場
者
数
は
全
選
挙
平
均
で

約
四
〇
〇
人
、
市
長
選
に
限

れ
ば
平
均
六
〇
〇
人
に
及
ぶ
。

ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
つ
ね
に
80
％
以
上
が
満

Ｖ
局
は
、
開
局
以
来
最
高
の
視
聴
率
を
記
録
し
た
。

ま
た
、
私
達
は
、
各
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
と
も

良
好
な
関
係
を
築
い
て
お
り
、
討
論
会
に
対
し
て
も

高
い
信
頼
を
得
て
い
る
。
新
聞
で
討
論
会
の
こ
と
を

知
り
、
地
元
で
の
開
催
を
希
望
し
た
方
が
選
管
に
相

談
に
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
選
管
か
ら
リ
ン
カ
ー
ン
・
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
話
も

と
き
ど
き
耳
に
す
る
。大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

【
今
後
の
課
題
】

全
国
に
定
着
し
て
き
た
公
開
討
論
会
だ
が
、
課
題

も
多
い
。
第
一
に
公
職
選
挙
法
で
、
選
挙
期
間
中
の

開
催
が
著
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、

選
挙
期
間
中
は
実
行
委
員
会
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
告

知
で
き
ず
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
配
布
時
も
候
補
者
の
氏

名
を
記
載
で
き
な
い
。
私
達
は
こ
れ
ら
の
不
合
理
な

法
律
の
改
正
を
求
め
、
繰
り
返
し
政
策
提
言
を
行
っ

て
い
る
。

第
二
に
、
会
場
費
を
は
じ
め
開
催
費
用
の
問
題
で

あ
る
。
ど
の
選
挙
で
も
開
催
す
る
た
め
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
実
行
委
員
会
の
立
ち
上
げ
が
欠
か
せ

な
い
が
、
予
算
を
持
た
な
い
彼
ら
は
会
場
費
、
広
告

費
等
の
工
面
に
腐
心
す
る
。
そ
こ
で
、
自
治
体
に
対

し
て
こ
の
活
動
の
公
益
性
の
高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
公

営
施
設
の
無
償
貸
与
を
申
し
出
て
い
る
が
、
ほ
と
ん

ど
の
自
治
体
で
赤
字
財
政
を
理
由
に
適
用
さ
れ
な
い
。

私
た
ち
の
活
動
主
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
行
政
や

公
益
法
人
な
ど
か
ら
の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
、
幸
い

で
あ
る
。




